
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 福島県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 塙 町 立 塙 小 学 校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４
２０

児童数 ５５ ４７ ５６ ５７ ６０ ５０ ２ ３２７

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

自ら学び、確かな学力を身につける児童の育成
～個に応じた発展的・補充的な学習の指導を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

実施学年：全 学 年
教 科：算 数 科
（選択した理由）

◎ 今日の情報化社会において、様々な情報に適切に対応したり、情報を
活用して問題解決をしたりする能力を育てるために、算数科の果たす役
割は大きい。また、算数科は、系統性が明確であるので、児童一人一人
のきめ細かな実態把握に基づく発展的・補充的な学習に適している。
上記の理由から、算数科を選択した。

( ) 年次ごとの計画2

○テーマ
自ら学び、確かな学力を身につける児童の育成

平 ～個に応じた発展的・補充的な学習の指導を通して～
成 ○仮 説

算数科において、基礎的・基本的な内容の定着を図る補充的な指導や支援14
年 の工夫を図り、学んだことを生かし発展的に考える力を育てる指導や工夫を
度 すれば、自ら学ぶ意欲が高まり、確かな学力を身につけた児童が育成される

であろう。
○研究内容・方法
◇ 基礎的・基本的な内容の定着を図る指導や支援の工夫
◇ 学んだことを生かし、発展的に考える力を育てる指導や支援の工夫
◇ 日常指導の工夫

、 、 。◇ 先進校視察 要請訪問等を通して 研究の進め方についての研修を行う
◇ 「基礎・基本」についての共通理解を図り、基礎的・基本的な内容の定
着を図る指導や支援のあり方についての研究を中心に実践する。

○テーマ
自ら学び、確かな学力を身につける児童の育成

平 ～個に応じた発展的・補充的な学習の指導を通して～
成 ○仮 説

算数科において、一人ひとりの学習状況を的確にとらえ、個に応じた発展15
年 的な学習・補充的な学習の指導や支援の工夫をすれば、自ら学ぶ意欲が高ま
度 り、確かな学力を身につけた児童が育成されるであろう。

○研究内容・方法
① 授業を支える基盤整備
◇指導体制の整備・工夫
◇達成基準の作成



② 授業実践研究
授業実践をとおして、次の点を明らかにする。

◇指導に生きる評価方法
◇個に応じた補充的・発展的な学習指導の工夫
・ ＴＴによる指導の効果
・ 習熟度別学習の効果
・ 教材開発の工夫
・ その他

③ 日常指導の工夫
◇ ノート指導の工夫
◇ 基礎・基本の定着を図る取り組み
◇ 学習環境の整備

○テーマ
自ら学び、確かな学力を身につける児童の育成

平 ～個に応じた発展的・補充的な学習の指導を通して～
成 ○仮 説

算数科において、一人ひとりの学習状況を的確にとらえ、個に応じた発展16
年 的な学習・補充的な学習の指導や支援の工夫をすれば、自ら学ぶ意欲が高ま
度 り、確かな学力を身につけた児童が育成されるであろう。

○研究内容・方法
① 授業を支える基盤整備
② 授業実践研究
③ 日常指導の工夫
※ 平成１６年度は、研究のまとめの年となる。平成１５年度までの成果
と課題を土台とし、必要に応じて研究仮説・研究内容等を修正しつつ、
研究を深化させていく。

( ) 研究推進体制3

低学年 ◎佐川 ○蛭田 斎藤美 小室
ブ 緑川 教頭
ロ

研 ッ 中学年 ◎甲賀 ○嘉成 関根 伊藤大
究 ク 藤田多 伊藤弘

校 教 推 全 部
長 頭 進 体 会 高学年 ◎秡川 ○杉本 富永 鈴木 根本

委 会
員
会 査 ◎杉本 ○鈴木 関根 藤田多調

研 藤田修
究
部 指 導 ◎蛭田 ○富永 秡川 伊藤大
会 佐川 小室

評 価 ◎嘉成 ○甲賀 斎藤 緑川 根本

※ 研究推進委員会・・・研究の構想、具体的方策を練る。
各研究部の連絡調整
研究のまとめ

※ 全体会 ・・・・・研究推進委員会の原案を検討し、確認する。
全体授業に関する事前・事後協議を行う。
研究内容に関する研究を進める。
伝達講習

※ ブロック部会 ・・・授業教材研究、指導案検討
ブロック内授業研究の事前・事後研究の運営

※ 研究部会・・・○調査部
・実態調査の実施と分析
・資料の準備・資料収集・管理

○指導部
・授業研究計画



・指導案形式の研究
・指導過程と指導方法の研究
・仮説に迫るための手だての研究
・授業以外での日常の指導方法の開発

○評価部
・学習内容の中の基礎基本・発展的な内容の研究
・評価方法の研究

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１．研究の成果
（１）学年末テストの実施から
学年まとめのテスト（ワークテスト）の結果
全校で「知識・理解」は （８８％→８９％ 「表現・処理」は（９０％→、 ）、

９０％ 「数学的な考え方」は（８１％→８３％）の達成率である 「知識・）、 。
理解 「表現・処理」は、十分に達成しており 「数学的な考え方」も向上し」 、
てきている。

（２）研究実践で明らかになったこと
① 指導に生きる評価の工夫について

個を生かす評価と指導の一体化ということを念頭に置きながら、次の評
価方法の有効性を確かめた。

ア 手軽に評価ができ、継続的に累積できる評価として、座席表・評価一覧
表を活用した評価

イ 一人ひとりの理解度・定着度を評価し、つまずきをとらえられる評価と
して、チェックテストの活用

ウ 達成基準を生かした自己評価
② ＴＴによる指導の効果について

次のことが明らかとなった。
ア 多様な学習形態を積極的に取り入れることができる。
イ 一斉指導では十分に対応できない個人差に対応することができる。
ウ きめ細かな評価と支援ができる。
エ 複数の教師による学習計画や学習材の検討ができる。

③ 習熟度別学習の効果について
次のことが明らかとなった。

ア 児童の実態に合った課題設定をすることができる。
イ 自分の力に合った学習なので安心して学習することができ、一人ひとり
がめあてを達成することができる。

ウ 比較的等質集団なので学習を効率的に進めることができる。
教材開発の工夫について④
次の点に配慮した教材開発は、確かな学力を身につけさせる上で有効で

あった。
ア 数学的な考え方を伸ばす発展的な学習のための教材の開発
イ 個々の「つまずき」を克服する補充的な学習のための教材の開発

（３）情意面の変容
○ 「算数が好き・どちらかというと好き」な児童は、高い割合を維持してい

。 、「 」 「 」る 好きな理由として 答えを出すまで考える や 生活の中で使える
が見られるようになった。

○ 単元末に、補充・習熟・発展のコース別学習を取り入れる意義を見いだす
ことができる。

○ ＴＴにより 「算数が分かるようになった」と受け止められている。、
○ コース別学習も 「自分のペースで進められる」という理由などから好意、
的に受け止められている。

２．今後の課題
今後、次のことに取り組んでいきたい。

（１）自ら学ぶ力（自己教育力）を育成する観点から た、『自己評価力』を高める
めの指導・支援を工夫する。

習熟度別学習が（２）今年度行ってきた習熟度別学習をより効果的に行えるよう、
する。有効な単元を年間指導計画に明示

朝の時間や放課後の時間の見直しと（３）基礎・基本を確実に定着させるために、
をする。指導体制の整備

（４） を明確にする。開発した教材等の管理とその効果的な活用のあり方



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ 算数の学習に関するアンケート（６月、１２月に実施）
意欲・関心、得意な領域、ＴＴの効果等

○ 学年末テストの実施（２月）
「知識・理解 「表現・処理 「数学的な考え方」の達成度」 」

○ 定期的な学力調査の実施（年１回）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 授業研究会
日 時 平成１４年１０月４日（金）１３：４５～１６：３０
場 所 東白川郡塙町立塙小学校
テーマ 「確かな学力を向上させるための学校の取り組み」
対 象 東白川郡塙町内小・中学校教職員

○ 教育講演会
日 時 平成１５年２月２１日（金）１５：００～１６：３０
場 所 東白川郡塙町公民館
テーマ 「確かな学力を向上させるための学校の取り組み」
対 象 東白川郡内幼・小・中・高学校教職員

○ 学力向上フロンティア事業研究発表会（中間）
日 時 平成１５年１０月２８日（火）１３：３０～１６：３０
場 所 東白川郡塙町立塙小学校
テーマ 「自ら学び、確かな学力を身につける児童の育成」
対 象 県南管内幼・小・中・高 教職員 他

○ 研究集録作成・配布
時 期 平成１６年３月
対 象 県南管内小・中学校

○ 学力向上フロンティア事業研究発表会 ～予定～
日 時 平成１６年１０月２８日（木） ９：００～１６：００
場 所 東白川郡塙町立塙小学校
テーマ 「自ら学び、確かな学力を身につける児童の育成」
対 象 県南管内幼・小・中・高 教職員 他

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校ﾚ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級ﾚ

□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導ﾚ ﾚ

□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科ﾚ

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無ﾚ
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